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 第１・２学年 算数科学習指導案 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 「新しい計算を考えよう」 

 

 単元名 「ひきざん」 

 

研究主題にせまるための指導のポイント 

仮説１ 
児童が既習と本時の内容をうまくむすび付けることがで

きれば、主体的に問題を解決することできるであろう。 

 
仮説２ 

学び合い活動の仕方を身につければ、子供たちだけで授業を

進めることができ、互いに高め合うことができるであろう。 

仮 

説 

１ 

○掲示物の充実（１－１） 

 ・既習事項のポイント掲示 

 ・前時の内容の掲示 

○学習の流れがわかるノート作り（１－２） 

○見通しの段階の指導の工夫（１－３） 

○ペアで相談できる体制づくり（１－４） 

 

仮 

説 

２ 

○学習リーダーの育成（２－１） 

○学習の進め方を把握させる。（２－２） 

 ・「学習の進め方」の掲示 

 ・黒板の記入位置の把握。 

 ・学習の流れを表示する札の活用。 

○意見交換（２－３） 

 ・友達の考えを聴く。 

 ・自分の考えを友達に伝える。 

○練り上げの段階の話し合いの工夫（２－４） 

 ・キーワードの記入 

本時の指導 （本時６／２５時）                本時の指導 （本時２／１３時） 

                         

 

 

 

 

（１） 目標  

乗法の答えは被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを

理解する。 

 

（２）評価規準 

（技）問題文を図や言葉、式を使って表すことができる。 

（知）乗法の答えは、被乗数を乗数の数だけ累加して求められる

ことを理解している。 

（１） 目標  

１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算で、被減

数を分解して計算する方法の理解を確実にする。 

 

（２）評価規準 

（技）減加法による分解による計算が確実にできる。 

（知）減数が８～５の場合でも１０のまとまりから１位数をひけ

ばよいことを理解している。 

 

第２学年 

平成２９年 １０月 １６日（月） 第５校時 

 

第１学年 
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（３）展開  ●・・直接指導   ○・・間接指導 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（◎手立て） 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

わたり 

 

学習活動及び評価 

（・予想される児童の反応） 

（○予想される児童の活動） 

指導上の留意点 

（♢教師の発問） 

（◎手立て） 

（問題） 

 

 

 

 

 

◎問題の場面をつか

み、課題が立てやすい

ように､問題を文章題

にする。 

・振り返りができる 

既習事項を掲示。 

（１－１） 

・既習の「３×２」な

どをを提示して、昨日

のおはじきの問題と

同じように考えれば

いいということに気

づかせる。（１－２） 

♢どうして、その式を

立てたのですか。 

（１－３） 

 

  

 

 

 

 

 

♢１年生が知っている

たし算の３つの種類

１ 本時の問題を把握する。 

３分（K4 課題） 

 

 

 

 

〇わきたさんを引きます。（分かっている

ことに青線、聞いていることに赤線、単

位に○） 

・１はこに６こずつ入っています・・青線  

・４はこでは、何こになりますか・・赤線  

・こ・・・・・・・・・・・・・・・○ 

〇昨日勉強したことから考えます。 

・かけ算です。 

〇式を立てます。 

・６×４ 

・なぜなら、同じ数のもの（１つ分）が、

いくつかあったら（いくつ分）、かけ

算だからです。 

 

 

○今日の課題を考えましょう。 

 

２ 課題を把握し、解決の見通しを持つ。 

            ４分（K4 課題） 

 

 

 

・おはじきやブロックを使う。 

・絵をかく。 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

● 

１ 本時の問題を把握する。 

３分（K4 課題） 

 

 

 

 

〇わきたさんを引きましょう。（分かって

いることに青線、聞いていることに赤

線、単位に○） 

・どんぐりが１４こあります・・・青線  

８こつかいました・・・・・・・青線  

・なんこ のこっていますか・・・赤線  

・こ・・・・・・・・・・・・・・○  

 
 

〇昨日勉強したことを思い出しましょう。 

〇昨日の学習とちがうところはどこです 

か。 

・どんぐりの数がちがう。 

〇何算ですか。 

・ひきざん 

○式はどうなりますか。 

・１４−８ 

 

○今日の課題を考えましょう。 

２ 課題を把握し、解決の見通しを持つ。 

            ４分（K4 課題） 

（問題） 

 

 

 

 

 

◎問題の場面をつか

み、課題が立てやすい

ように､問題を文章題

にする。 

・振り返りができる 

既習事項を掲示。 

（１－１） 

・既習の「１３－９」 

を提示してひく数が小

さくなっていることに

気づかせる。 

（１－２） 

 
 

 
♢どうして、その式を立

てたのですか。 

 

 

 

どんぐりが１４こあります。８こつかいました。 

どんぐりは、なんこ のこっていますか。 

 

１はこにおかしが６こずつ入っています。 

４はこでは、おかしは何こになりますか。 

６×４の答えの求め方を分かりやすく、説明しよう。 
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のどのタイプかな。 

（１－３） 

① ぴこたろう 

② みぎたろう 

③ばでいおー 

◎学習の流れが分か

るように「まとめ」の

方向及び学習の手順

の確認をする。         

（２－２） 

 

・課題を把握したか確

認して活動に入る。 

 

◎おはじきの扱い方

の提示をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード  

・１つ分×いくつ分＝求める数 

・６×４の計算も、たし算で計算できる。 

 

 

 

３ 自力解決をする。１０分（K４活動） 

（予想される児童の考え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・たし算の３つの種類の中の「ぴこたろ

う」のやり方だ。 

・１年生は、３つの数のたし算をこの前

勉強していたから、６＋６＋６の計算

は、すぐに分かる。 

・さらに、もう１つたすやり方だ。 

・６こずつおかしの入ったはこが、いく

つあっても、たしていけば、答えを求

めることができる。 

・６×□も、□の数字がいくつになって

も、求めることができる。 

 

 

 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

 

 

 

・ブロックを使う。 

・かずを分ける。 

・絵をかく。 

キーワード  

・１０のまとまりをつくる。 

・１０のまとまりからひく。 

・さくらんぼ作戦をつかう。 

・１４−８の計算も、ぱっと計算できる。 

 

３ 自力解決をする。１０分（K４活動） 

（予想される児童の考え） 

 

①ブロック 

 

□□□□□□□□□□ □□□□ 

               

   

 

 

 
□□ □□□□□□□□ □□□□ 

 

 

 
 
 
□□ □□□□□□□□ □□□□ 

         ４ 
 
 
 

 

 

 

 

♢今までに習ったこと

で使えそうなやり方は

あるかな。 

（１－３）        

 
 

◎学習の流れが分かる

ように「まとめ」の方

向及び学習の手順の確

認をする。 

（２－２） 

 

・全員が課題を把握し

たか確認して活動に入

る。 

 

◎ブロックの扱い方の

提示をする。 

 

 
 

 

 

８ 

１４を１０と４にわける。 

１０から８をひくと ２ 

２ 

２と４で６です。 

２ 

10 ４ 
６×４＝６＋６＋６＋６ 

 

 

 

１４―８のこたえをぱっとだすほうほうをかんがえよう。 
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・おはじき操作をしな

がら､言葉で説明する

ようにさせる。 

 

♢どんな方法で答えを

出したか、１年生に分

かるように説明しま

しょう。（２－３） 

 

◎Ａの場合・・・1 つ

分の数といくつ分の

数が変わっても、同じ

ように求められるこ

とに気づかせる。 

◎Ｃの場合・・・前時

の学習を振り返り、1

つ分、いくつ分を確か

めて、一緒におはじき

の操作をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表する。（K４ 活動）７分 
 

〇６×４は、６＋６＋６＋６です。 

・おはじきを操作しながら、説明。 
 

キーワード  

・１つ分がいくつ分あるかを考えればい

い。 
 

評価規準 

［知］ 

乗法の答えは、被乗数を乗数の数だけ累

加して求められることを理解している。  

A:６×□は、□の数だけ、６をたせば

いいことが分かり、それをおはじき

などを使って、1 年生が分かるよう

に説明できる。 

B:６×４は、６＋６＋６＋６で求めら

れることが分かり、それをおはじき

などを使って、説明できる。 

C:６×４が、６＋６＋６＋６で求めら

れることは分かるが、それをおはじ

きなどを使って、説明できない。 
 

 

 

５ まとめ､感想  （K４ 確認）７分 

〇まとめをしましょう。 

・自分の言葉でまとめる。 

 

 

 

 

〇「分かったこと・感想」を書きましょう。 

・かけ算は、たし算で計算することがで 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

② さくらんぼ方式 
 

１４―８ 

10 ４ 
 

１０－８＝２ 
２＋４＝６ 

 

 
４ 考えを発表する。（K４ 活動）７分 
 

〇作戦が同じもののグループに分けまし
ょう。 

〇計算のやりかたを説明して下さい。 

・ブロックを操作しながら説明。 

・計算した順に説明。 

 

キーワード  

・「１０のまとまりといくつ」に分けれ

ばいい。 

・１０からひけばいい。 
 

評価規準 

［知］ 

減数が 8 の場合でも１０のまとまりか

ら 1 位数をひけば良いことを理解して

いる。  

A:減加法による計算を理解し説明す

ることができる。 

B:減加法よる計算を理解しているが､

説明が十分でない。 

C:減加法を理解できていない。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
・ブロック操作をしな
がら､言葉で説明する
ようにさせる。 
♢どんな方法で答えを
出したか、みんなに分
かるように説明しまし
ょう。 

（２－３） 
♢どの考えにも使われ
ているのはどんなこと
かな。 
♢答えを、ぱっと出す
にはどうしたらいいで
すか？（２－４） 
◎Ａ・・・より分かり
やすい説明ができるよ
うにアドバイスする。 
 Ｃ・・・キーワード
を使い、一緒にブロッ
ク操作をする。 
◎授業中にでたキーワ
ードを使い、まとめら
れるように支援する。
（２－４） 

６×４は、６＋６＋６＋６にすると、分かりやすい。 
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♢他の問題でもできる

か確かめてみよう。 

 

 

♢１年生に学習したこ

とを伝えましょう。 

 

 

きる。 

・いくつ＋が出てきても、計算すること 

ができる。 

・１つ分×いくつ分かで考えるのが、か 

け算。 

 

６ 適応問題に取り組む。  

         （K４ 確認）７分 

 

７ 学習の振り返り 

（K４ 価値づけ）２分 

・１年生に学習したことを伝える。 

 

 

８ 次時の予告  

 

 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

 

 

 

 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

● 

● 

● 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

○

● 

● 

 

５ まとめ､感想  （K４ 確認）７分 

〇まとめをしましょう。 

・自分の言葉でまとめる。 

 

 

 

 

 

〇「分かったこと・感想」を書きましょう。 

・１４を１０と 4 にわけることができ 

た。 

・８をまとめてひくために１４を１０と 

４にわけている。 

・１３－９のときと同じように計算して

いる。 

・さくらんぼ作戦をつかっている。 

 

６ １４－8 の計算の仕方を音読して 

適応問題に取り組む。  

         （K４ 確認）７分 

 

 

 

 

 

 

○書けたペアはブロックを使って聞き合 

いましょう。 

〇計算の仕方を言いながら書く。 
 

７ 学習の振り返り 

（K４ 価値づけ）２分 

・２年生に学習したことを伝える。 
 

８ 次時の予告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

♢他の問題でもできる

か確かめてみよう。 

 

◎適応問題をペアにな

って行う。 

（１－４） 

♢計算の仕方を書いて

みましょう。 

♢計算の仕方を 5 回音

読しましょう。 

 

 

♢２年生に学習したこ

とを伝える。 

 
 

 

１４―８も１４を１０のまとまりを見つけると、ぱっとけい

さんができる。 

① ４から８はひけない。 

② １４を１０と４にわける。 

③ １０から８をひいて２ 

④ ２と４で６ 
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【１年 固定式黒板 （前面）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２年生 移動黒板 （左：窓側）】                        【１年生 移動黒板 （右：廊下側）】     

児童 

作成 

問題 

問題 

 

 

  

課題 

 

 

 

まとめ                            

 

 

見通し  

 
キーワード 

 児童の考え  児童の考え  児童の考え  児童の考え 

 児童の考え  児童の考え  児童の考え 

 

 

問題                         

 

 

  

課題                         

 

 

 

まとめ                        

 

 

 

 

 

見通し 

キーワード 


